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年
が
明
け
、
2
0
2
3
年
春
闘

が
本
格
化
し
た
。
労
使
と
も
に
、

賃
上
げ
に
前
向
き
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

食
料
品
を
中
心
に
物
価
高
騰
が

止
ま
ら
な
い
。
連
合
は
「
5
％
程

度
」
、
全
労
連
は
「
10
％
以
上
」

な
ど
労
組
側
の
要
求
は
当
然
だ

が
、
経
営
側
も
前
向
き
だ
。
23
年

版
「
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告
（
経
労
委
報
告
）
」
は
、
賃

上
げ
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
「
企

業
の
社
会
的
責
務
」
と
ま
で
言
っ

て
い
る
。
実
質
賃
金
が
下
が

り
続
け
た
こ
の
間
、
経
営
側

は
ず
っ
と
責
務
を
放
棄
し
て

き
た
の
か
と
嫌
み
の
一
つ
も

言
い
た
く
な
る
よ
う
な
書
き

ぶ
り
だ
。

経
営
側
の
変
わ
り
身
は
、

地
盤
沈
下
を
続
け
る
日
本
経

済
へ
の
危
機
感
と
賃
上
げ
を

迫
る
政
府
の
強
い
意
向
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
岸

田
文
雄
首
相
は
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
含
め
、
た
び
た

び
賃
上
げ
に
言
及
し
て
き

た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
支
持

率
が
一
向
に
上
が
ら
な
い
岸

田
政
権
の
唯
一
の
浮
揚
策
の

よ
う
に
見
え
て
仕
方
な
い
の

だ
。

そ
う
思
う
理
由
の
一
つ
は
、
最

賃
を
巡
る
政
府
の
本
気
度
の
な
さ

だ
。最
賃
は
過
去
最
高
の
31
円（
加

重
平
均
）
も
引
き
上
が
っ
た
で
は

な
い
か
と
の
声
も
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
公
務
の
現
場
で
非
正
規
の
公

務
員
と
し
て
働
く
会
計
年
度
任
用

職
員
で
、
最
低
賃
金
を
割
っ
た
状

態
で
働
い
て
い
る
職
員
が
い
る
の

だ
。下

妻
市
は

是
正
せ
ず

自
治
労
連
が
総
務
省
の
示
す
賃

金
決
定
の
方
法
に
従
い
、
全
国
の

各
自
治
体
で
最
も
賃
金
の
低
い
非

正
規
職
員
の
時
給
を
推
計
す
る

と
、
22
年
9
月
30
日
の
時
点
で
全

国
の
4
割
超
の
自
治
体
で
、
10
月

1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
各
地
の
最

賃
を
下
回
る
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。多

く
の
自
治
体
で
は
、
22
年
度

の
最
賃
改
定
に
合
わ
せ
て
、
最
賃

を
上
回
る
よ
う
に
賃
金
を
改
定
し

た
と
み
ら
れ
る
が
、
23
年
度
（
23

年
4
月
）
の
契
約
で
、
最
賃
以
下

の
状
態
を
是
正
す
る
と
す
る
自
治

体
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

た
と
え
ば
、
私
の
取
材
で
は
、

茨
城
県
で
は
県
内
の
44
自
治
体
の

う
ち
、
半
数
を
超
え
る
24
の
自
治

体
で
改
定
後
の
9
1
1
円
を
下
回

る
職
員
が
い
た
。
こ
の
う
ち
17
自

治
体
は
改
定
に
合
わ
せ
て
9
1
1

円
を
上
回
る
よ
う
に
措
置
し
た
。

残
る
7
自
治
体
の
う
ち
3
自
治
体

は
昨
年
12
月
議
会
で
改
定
し
、
10

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
是
正
し
た
。

あ
と
の
4
自
治
体
の
う
ち
二
つ

は
12
月
に
、
一
つ
は
1
月
に
改
定

し
、
い
ず
れ
も
遡
及（
そ
き
ゅ
う
）

は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
残
っ
た

1
自
治
体
（
下
妻
市
）
は
4
月
の

新
年
度
ま
で
改
定
せ
ず
、
最
賃
を

下
回
る
ま
ま
と
し
た
（
1
月
10
日

時
点
）
。
下
妻
市
は
「
会
計
年
度

職
員
も
最
低
賃
金
法
の
適
用
を
除

外
さ
れ
て
お
り
、違
法
で
は
な
い
」

と
言
う
。

茨
城
だ
け
の
話
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
所
管
す
る
総
務
省
は
当
初
取

材
に
「
承
知
し
て
い
な
い
。
調
べ

る
つ
も
り
も
な
い
」
と
回
答
し
て

い
た
が
、昨
年
12
月
23
日
に
突
如
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
運
用
に
対

す
る
通
知
を
出
し
た
。そ
の
中
で
、

賃
金
を
決
め
る
「
地
域
の
実
情
」

に
は
「
最
低
賃
金
も
含
ま
れ
る
こ

と
に
留
意
す
る
」
と
初
め
て
言
及

し
た
。
「
驚
い
た
。
当
然
の
通
知

だ
が
、
適
用
除
外
だ
と
開
き
直
る

だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
っ
た
の
だ

ろ
う
」
（
自
治
労
連
幹
部
）
と
分

析
す
る
。

最
賃
割
れ
に

無
関
心
な
政
府

公
務
の
最
賃
割
れ
は
「
『
国
が

守
ら
な
い
ル
ー
ル
を
何
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
民
間
の
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
招
き
か
ね
な
い

最
悪
の
状
況
」
（
中
沢
秀
一
静
岡

県
立
大
准
教
授
）
と
の
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
公
務
が
最
賃
割
れ
を
起
こ
し

て
い
る
事
態
に
無
関
心
だ
っ
た
政

府
の
無
責
任
ぶ
り
が
浮
か
び
上
が

る
。さ

ら
に
、
31
円
の
引
き
上
げ
で

は
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い

と
、
全
国
一
般
全
国
協
や
生
協
労

連
な
ど
が
物
価
に
見
合
っ
た
最
低

賃
金
の
再
改
定
を
求
め
て
い
る
の

に
も
厚
労
省
は
音
な
し
だ
。

政
府
が
本
当
に
最
賃
の
引
き
上

げ
を
重
視
す
る
な
ら
、
強
い
指
導

力
を
発
揮
す
べ
き
だ
ろ
う
。だ
が
、

そ
ん
な
そ
ぶ
り
も
見
せ
な
い
。
最

賃
近
傍
で
働
く
者
た
ち
の
暮
ら
し

は
待
っ
た
な
し
な
の
に
。

集
約
数
は
8
6
0
3
人
（
前
回

比
マ
イ
ナ
ス
3
9
4
人
）と
な
り
、

2
年
連
続
の
減
少
で
し
た
。

回
答
者
の
年
齢
構
成
比
は
40
代

と
50
代
で
48
・
7
％
（
同
プ
ラ
ス

1
・
9
ポ
イ
ン
ト
）
を
占
め
て
い

ま
す
。
経
験
年
数
25
年
以
上
と
の

回
答
が
53
・
8
％
（
同
プ
ラ
ス
3

・
7
ポ
イ
ン
ト
）
で
一
番
多
く
、

次
位
の
20
〜
24
年
と
合
わ
せ
る

と
、
20
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら

の
回
答
が
7
割
と
な
り
ま
す
。

働
き
方
で
は
労
働
者
・
社
員
が

最
も
多
く
31
・
0
％
（
同
プ
ラ
ス

0
・
5
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す

が
、
事
業
者
性
の
高
い
法
人
事
業

主
、
個
人
事
業
主
、
一
人
親
方
を

合
計
し
た
事
業
主
の
回
答
は
全
体

で
63
・
1
％
（
同
プ
ラ
ス
4
・
4

ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
、
事
業
主
の

声
が
よ
り
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

仲
間
の
実
態
を
よ
り
リ
ア
ル
に

つ
か
み
要
求
運
動
に
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
集
約
数
の
向
上
が

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
労
働
者

層
か
ら
の
集
約
率
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。

収
入
形
態
は
日
給

月
払
い
が
ト
ッ
プ

収
入
形
態
（
図
1
）
で
は
、
最

も
多
い
回
答
は
日
給
（
出
来
高
）

月
払
い
で
34
・
7
％
（
同
マ
イ
ナ

ス
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
）
、
次
位
が

請
負
に
よ
る
収
入
で
31
・
4
％（
同

プ
ラ
ス
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
）
で
し

た
。
月
給
制
は
3
位
で
27
・
9
％

（
同
プ
ラ
ス
3
・
0
ポ
イ
ン
ト
）

で
す
が
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

主
な
現
場
に
対
す
る
回
答
で
は

町
場
の
大
工
・
工
務
店
が
最
も
多

く
19
・
4
％
（
同
プ
ラ
ス
2
・
0

ポ
イ
ン
ト
）
、
次
位
の
施
主
か
ら

直
接
と
合
わ
せ
る
と
35
・
5
％
が

町
場
市
場
か
ら
の
回
答
と
な
り
ま

す
。
続
く
の
が
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

13
・
6
％
（
同
マ
イ
ナ
ス
2
・
0

ポ
イ
ン
ト
）
で
す
が
、
大
手
住
宅

企
業
と
不
動
産
建
売
、
中
堅
ゼ
ネ

コ
ン
の
回
答
を
合
計
す
る
と
、
55

・
5
％
が
大
手
建
設
資
本
系
列
か

ら
の
回
答
に
な
り
ま
す
。

平
均
月
収
は

３１
〜
４０
万
円
最
多

月
あ
た
り
の
平
均
収
入（
図
2
）

に
つ
い
て
は
、
31
万
〜
40
万
円
が

27
・
4
％
（
同
マ
イ
ナ
ス
0
・
1

ポ
イ
ン
ト
）
で
最
も
多
く
、
続
い

て
41
万
〜
50
万
円
が
23
・
6
％（
同

プ
ラ
ス
2
・
1
ポ
イ
ン
ト
）
、
51

万
円
〜
が
18
・
6
％
（
同
プ
ラ
ス

2
・
1
ポ
イ
ン
ト
）
と
月
収
額
の

引
き
上
げ
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
実
感
（
図
3
）

で
は
や
や
き
び
し
い
が
51
・
0
％

（
同
プ
ラ
ス
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
）、

ま
っ
た
く
き
び
し
い
と
合
計
す
る

と
70
・
2
％
の
仲
間
が
暮
ら
し
の

き
び
し
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。
賃

金
引
き
上
げ
は
あ
る
も
の
の
、
消

費
者
物
価
と
原
材
料
費
高
騰
が
賃

金
上
昇
率
を
上
回
り
、
暮
ら
し
と

仕
事
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。

月
６
〜
１０
万
円
の

引
き
上
げ
を

安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
1
カ
月

あ
た
り
い
く
ら
必
要
か
（
図
4
）

と
の
問
い
に
は
、
6
万
〜
10
万
円

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
声
が
29
・

6
％
（
同
プ
ラ
ス
2
・
3
ポ
イ
ン

ト
）
で
一
番
高
く
、
そ
れ
以
上
を

求
め
る
意
見
も
26
・
5
％
（
同
プ

ラ
ス
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
）
を
占
め

ま
し
た
。

月
額
60
万
円
・
年
収
7
2
0
万

円
を
め
ざ
す
標
準
賃
金
（
図
5
）

で
は
、「
良
い
」が
77
・
0
％（
同

プ
ラ
ス
2
・
4
ポ
イ
ン
ト
）
に
な

り
、
回
答
者
の
総
意
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
「
高
す
ぎ
る
」
は

6
・
2
％
（
同
プ
ラ
ス
0
・
2
ポ

イ
ン
ト
）
に
留
ま
り
、
「
安
す
ぎ

る
」
が
11
・
0
％
（
同
プ
ラ
ス
0

・
4
ポ
イ
ン
ト
）と
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
当
面
日
額
5
0
0
0
円

に
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
「
良

い
」
が
77
・
9
％
（
同
プ
ラ
ス
1

・
1
ポ
イ
ン
ト
）と
な
り
ま
し
た
。

高
騰
分
を

反
映
で
き
な
い

建
材
価
格
高
騰
や
納
期
遅
延
が

仕
事
に
与
え
た
影
響（
図
6
）が
、

「
今
も
続
い
て
い
る
」
と
の
回
答

が
34
・
8
％
と
最
も
多
く
、
「
今

後
影
響
が
あ
る
か
も
」
が
17
・
0

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で「
影

響
は
あ
っ
た
が
収
ま
っ
た
」
が
15

・
7
％
、
「
影
響
は
な
か
っ
た
」

が
23
・
7
％
で
す
。

ま
た
、
「
上
記
の
影
響
で
困
っ

て
い
る
こ
と
」に
つ
い
て
は
、「
材

料
費
等
の
高
騰
分
が
請
負
単
価
・

代
金
に
反
映
で
さ
れ
な
い
」
23
・

5
％
、
「
材
料
や
住
宅
設
備
な
ど

が
手
に
入
ら
な
い
」
11
・
6
％
と

な
っ
て
お
り
、
建
設
業
に
与
え
る

影
響
は
非
常
に
大
き
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

今
の
仕
事
の
不
安
を
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、
最
も
心
配
さ
れ
て
い
る

の
が「
仕
事
の
減
少
・
打
ち
切
り
」

で
18
・
2
％
。
次
い
で
「
賃
金
単

価
の
低
下
」
が
8
・
6
％
と
続
い

て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
前
半
（
1
月
〜
6

月
）
の
仕
事
の
見
通
し
（
図
7
）

に
つ
い
て
は
、
「
例
年
通
り
」
が

35
・
0
％
（
同
プ
ラ
ス
2
・
7
ポ

イ
ン
ト
）
、
「
忙
し
く
な
る
」
9

・
0
％
（
同
プ
ラ
ス
1
・
4
ポ
イ

ン
ト
）
で
、
4
割
が
当
面
安
定
し

た
就
労
・
事
業
経
営
と
し
て
い
ま

す
。一

方
で
「
甘
く
な
る
」
「
無
く

な
る
心
配
が
あ
る
」
「
め
ど
が
立

た
な
い
」
は
43
・
4
％
（
同
マ
イ

ナ
ス
3
・
4
％
）
で
、
引
き
続
き

不
安
を
抱
え
る
声
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

言
葉
で
の
攻
撃

初
め
て
実
施
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
調
査
（
図
8
）
で

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
受
け
た

こ
と
も
見
聞
き
し
た
こ
と
も
な

い
」
と
の
回
答
が
59
・
1
％
と
最

も
多
く
な
り
ま
し
た
。一
方
で「
受

け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
回
答
は

少
な
い
も
の
の
、
「
受
け
た
こ
と

は
な
い
が
、
見
聞
き
し
た
こ
と
は

あ
る
」と
の
回
答
と
合
わ
せ
る
と
、

25
・
1
％
の
仲
間
の
周
辺
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
か
と
の
問
い
に
は
、
無
回

答
を
除
く
と
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
侮
辱
や
罵
倒
、
暴
言
な
ど
、
こ

と
ば
で
の
攻
撃
（
精
神
的
な
攻

撃
）
」
（
5
・
3
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
以
下
「
不
要
な
仕
事
や
無

理
な
仕
事
を
強
制
さ
れ
た
」
（
2

・
1
％
）
、
「
仲
間
は
ず
し
や
無

視
」（
1
・
2
％
）が
続
き
ま
す
。

都
な
ど
へ
の

申
し
入
れ
を
確
認

「
賃
金
・
仕
事
と
生
活
を
め
ぐ

る
討
議
（
賃
金
討
議
）
」
と
ア
ン

ケ
ー
ト
集
約
を
基
礎
に
、
東
京
都

連
は
各
組
合
賃
金
対
策
部
長
・
担

当
者
会
議
を
2
月
6
日
に
開
催
、

2
0
2
3
年
度
の
標
準
賃
金
に
つ

い
て
論
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
全

産
業
的
な
賃
上
げ
要
請
の
高
ま
り

と
未
曽
有
の
物
価
・
原
材
料
費
の

高
騰
、
標
準
賃
金
と
実
勢
賃
金
水

準
の
か
い
り
と
い
っ
た
背
景
の
も

と
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
の
要
求
賃
金
に
つ

い
て
、1
日
2
万
9
0
0
0
円（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
2
）
、
年
収
7
2

0
万
円
、
当
面
5
0
0
0
円
以
上

（
最
低
物
価
高
騰
に
対
応
し
た
5

％
）
の
引
き
上
げ
（
1
日
8
時
間

・
週
40
時
間
、
週
休
2
日
）
を
求

め
る
と
と
も
に
、
事
業
主
と
し
て

見
積
書
の
単
価
引
き
上
げ
、
事
業

主
の
単
価
ア
ッ
プ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
消
費
者
へ
の
助
成
制
度
創

設
を
東
京
都
な
ど
に
申
し
入
れ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

23春闘では10％を超える賃上げをめざすとしたが

毎
年
年
末
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
「
賃
金
討
議
」
は
、
今
の

仲
間
が
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
の
悩
み
や
生
活
の
実
感
を
出
し

合
い
、
仕
事
と
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
賃
金
額
や
現
場

の
改
善
な
ど
を
語
り
合
い
、
東
京
土
建
・
全
建
総
連
東
京
都
連
の

仲
間
が
共
通
し
て
め
ざ
す
標
準
賃
金
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。
多
く
の
仲
間
が
要
求
を
出
し
合
い
、
組
合
で
ま
と

め
、
春
・
秋
で
行
な
わ
れ
る
大
手
企
業
交
渉
で
の
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
要
求
運
動
や
組
合
内
外
で
の
賃
金
相
場
形
成
、
他
産
業
の

労
働
者
と
の
連
帯
を
通
じ
た
賃
金
相
場
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
東

京
の
建
設
労
働
者
の
要
求
を
マ
ス（
大
き
な
か
た
ま
り
）で
捉
え
、

地
域
で
の
運
動
展
開
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

米
国
で
は
2
0
2
3
年
1
月
1

日
以
降
、
23
の
州
と
41
の
市
や
郡

で
法
定
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
米
国
で
1
9
6
9
年
か
ら

活
動
す
る
非
営
利
団
体
「
Ｎ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ｏ
ｙ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ

Ｌ
ａ
ｗ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ

ｃ
ｔ
」
（
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
、
全
米
雇
用

法
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
。
時
給
15
ド
ル
を
求
め

る
運
動
を
始
め
て
10
年
。
低
賃
金

労
働
者
が
労
働
組
合
に
組
織
さ

れ
、
よ
り
高
い
賃
金
を
要
求
し
た

成
果
だ
―
―
と
た
た
え
て
い
る
。

全
米
49
州
の
う
ち
30
の
州
が
連

邦
最
賃
（
全
国
一
律
、
時
給
7
・

25
ド
ル
）を
上
回
る
最
賃
を
定
め
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
ワ
シ
ン
ト

ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
な
ど
四
つ
の
州
で
15
ド

ル
以
上
と
な
っ
た
（
左
表
）
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
は

２
０
８
３
円
相
当

時
給
10
ド
ル
以
上
は
28
州
に
上

る
。
22
年
の
平
均
為
替
レ
ー
ト
1

ド
ル
＝
1
3
2
・
4
円
で
換
算
す

れ
ば
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
10
・
10
ド

ル
は
時
給
1
3
3
7
円
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
15
・
74
ド
ル
は
2
0
8

3
円
に
相
当
す
る
。
19
年
の
平
均

レ
ー
ト
1
1
0
円
で
見
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
1
1
1
1
円
、
1
7
3
1

円
の
水
準
だ
。

市
・
郡
部
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
市
が
時
給
17
ド

ル
、
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
市
郡

が
17
・
29
ド
ル
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州

シ
ア
ト
ル
市
が
17
・
2
ド
ル
と
な

っ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
に
よ
る
と
、
23
年
の

後
半
に
は
、さ
ら
に
5
つ
の
州
と
、

22
の
市
、
郡
で
最
賃
を
引
き
上
げ

る
予
定
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は

時
給
14
ド
ル
か
ら
15
ド
ル
に
、
フ

ロ
リ
ダ
州
で
は
11
ド
ル
か
ら
12
ド

ル
と
な
る
。

多
く
の
州
で
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州

（
26
年
ま
で
に
15
ド
ル
）
や
ハ
ワ

イ
州
（
28
年
ま
で
に
18
ド
ル
）
の

よ
う
に
法
律
で
到
達
目
標
と
期
限

を
定
め
て
お
り
、
今
後
着
実
な
引

き
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
。

結
果
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
は

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
労
働
者

が
時
給
15
ド
ル
を
要
求
し
、
組
合

を
結
成
し
て
か
ら
10
年
。
こ
れ
ら

の
記
録
的
な
引
き
上
げ
は
、
低
賃

金
労
働
者
が
労
働
組
合
に
組
織
さ

れ
、
よ
り
高
い
賃
金
を
要
求
し
、

勝
ち
取
っ
た
成
果
だ
」
と
た
た
え

て
い
る
。

事
業
主
層
の
回
答
が
６３
％

課
題
は
労
働
層
の
集
約
率
ア
ッ
プ

賃
上
げ
に
見
る
政
府
の
本
気
度

賃
上
げ
に
見
る
政
府
の
本
気
度

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
東
海
林

智

最
賃
引
上
げ
続
く

米国

労
組
に
組
織
さ
れ
た
成
果


